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◆日や場などの略字の見方は16ページ
◆対どなたでも、定特になし、￥無料、申不要（直接
会場へ）の場合は、記載なし

◆申に電話、ファクス、Ｅメール、Ｈ（市ホームペー
ジ）の記載がある場合は、その方法で申し込み可

アオ＝アオーレ長岡　　市セ＝市民センター
大手＝大手通庁舎　　　ミラ＝ミライエ長岡
さい＝さいわいプラザ

催
し

ス
ポ
ー
ツ

健
康

く
ら
し

手
続
き
・
制
度

募
集

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

催
し

ス
ポ
ー
ツ

健
康

く
ら
し

手
続
き
・
制
度

募
集

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

要
で
す
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
。

対
令
和
８
年
４
月
１
日
以
降
に
生

ま
れ
た
子　
問
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
さ
い
Ｔ
36
・
３
７
９
０

●
婚
活
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム　

「
ハ
ー
ト
マ
ッ
チ
に
い
が
た
」

の
登
録
料
を
補
助
し
ま
す

対
20
歳
以
上
の
独
身　
補
助
額
＝

４
月
１
日
〜
来
年
３
月
31
日
に
支

払
っ
た
登
録
料
の
２
分
の
１　
申

来
年
３
月
31
日
㈬
ま
で
に
政
策
企

画
課
定
住
促
進
室
ア
オ
Ｔ
39
・
６

３
０
０
へ

●
口
座
振
替
不
能
通
知
を 

廃
止
し
ま
す

　
残
高
不
足
な
ど
に
よ
り
市
税
な

ど
の
口
座
振
り
替
え
が
で
き
な
か

っ
た
場
合
の
通
知
を
廃
止
し
ま
す
。

振
り
替
え
日
の
前
日
ま
で
に
預
貯

金
残
高
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
収
納
課
ア
オ
Ｔ
39
・
２
２
１
４
、

市
営
住
宅
相
談
室
ア
オ
Ｔ
39
・
２

２
２
９
、
介
護
保
険
課
ア
オ
Ｔ
39

・
２
２
４
５
、
国
保
年
金
課
国
保

保
険
料
担
当
ア
オ
Ｔ
39
・
２
２
２

０
、
同
課
後
期
高
齢
者
医
療
担
当

ア
オ
Ｔ
39
・
２
３
１
７
、
保
育
課

さ
い
Ｔ
39
・
２
２
１
９

●
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
保
険
料
の
納
付

　
今
年
度
１
年
分
の
保
険
料
は
、

前
年
所
得
に
基
づ
き
７
月
に
決
ま

り
ま
す
。
口
座
振
替
と
納
付
書
で

の
納
付
は
７
月
か
ら
で
す
。

【
年
金
か
ら
納
付
す
る
人
】

　
今
年
２
月
の
保
険
料
と
同
額
を

４
・
６
・
８
月
の
年
金
か
ら
納
め

て
い
た
だ
き
ま
す
。
10
月
以
降
の

分
は
７
月
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
国
保
年
金
課
国
保
保
険
料
担
当

Ｔ
39
・
２
２
２
０
、
同
課
後
期
高

齢
者
医
療
担
当
Ｔ
39
・
２
３
１
７

●
65
歳
以
上
の
人
は
介
護
保
険
料

の
納
付
を
お
忘
れ
な
く

　
仮
算
定
し
た
今
年
度
の
保
険
料

手
続
き
・
制
度

●
上
下
水
道
料
金
の
支
払
い
は 

口
座
振
替
が
便
利
で
す

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン

か
ら
い
つ
で
も
手
続
き
で
き
ま
す
。

問
水
道
局
業
務
課
Ｔ
35
・１
６
１
９

●
克
雪
す
ま
い
づ
く
り
支
援
事
業

補
助
金

対
長
岡
・
越
路
・
山
古
志
・
小
国

・
栃
尾
・
川
口
地
域
で
克
雪
住
宅

の
新
築
、
増
改
築
を
す
る
人　
対

象
住
宅
・
補
助
額
＝
融
雪
式
…
上

限
44
万
円
、
落
雪
式
・
耐
雪
式
…

上
限
33
万
円　
※
要
援
護
世
帯
は

補
助
率
、
上
限
額
が
異
な
り
ま
す　

申
10
月
30
日
㈮
ま
で
に
都
市
政
策

課
大
手
Ｔ
39
・
２
２
６
５
へ

●
新
生
児
の
聴
覚
検
査
費
用
の

　
助
成
が
始
ま
り
ま
し
た

　
市
内
の
医
療
機
関
で
出
産
し
た

人
は
手
続
き
不
要
で
す
。
市
外
医

療
機
関
で
出
産
し
た
人
は
、
検
査

日
か
ら
６
カ
月
以
内
に
申
請
が
必

を
４
月
中
旬
、
納
付
書
で
納
付
す

る
人
と
口
座
振
替
の
人
に
通
知
し

ま
す
。

　
な
お
、
確
定
し
た
年
間
保
険
料

は
、
７
月
中
旬
に
通
知
し
ま
す
。

①
納
付
書
で
納
付
す
る
人

　
４
〜
６
月
分
の
納
付
書
で
、
各

納
期
限
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

②
口
座
振
替
の
人

　
４
〜
６
月
分
を
各
納
期
限
日
に

指
定
口
座
か
ら
振
り
替
え
ま
す
。

③
４
月
か
ら
、
新
た
に
年
金
か
ら

納
付
す
る
人

　
４
月
上
旬
に
通
知
し
ま
す
。
保

険
料
な
ど
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

④
昨
年
に
引
き
続
き
、 

年
金
か
ら
納
付
す
る
人

　
今
回
は
通
知
し
ま
せ
ん
。
４
・

６
月
分
は
、
今
年
２
月
と
同
額
で
す
。

問
介
護
保
険
課
Ｔ
39
・
２
２
４
５

●
国
民
年
金
保
険
料
の 

学
生
納
付
特
例
制
度

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
る
制
度
で
す
。
毎
年
申
請

が
必
要
で
す
。

対
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
の
学

生　
持
本
人
確
認
書
類
（
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
）、
学
生
証

な
ど　
申
総
合
窓
口
（
健
康
保
険

・
年
金
窓
口
）
ア
オ
、
各
支
所　

※
更
新
対
象
者
に
は
案
内
は
が
き

が
届
き
ま
す　
問
国
保
年
金
課
国

民
年
金
担
当
ア
オ
Ｔ
39
・２
２
５
０

●
申
請
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
！　
　

全
国
大
会
な
ど
に
出
場
す
る
小

・
中
学
生
へ
の
報
奨
金

　
申
請
は
大
会
の
前
日
ま
で
で
す
。

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。

問
学
務
課
さ
い
Ｔ
39
・
２
２
３
９

●
中
学
生
以
下
を
対
象
と
し
た
文
化

芸
術
分
野
の
活
動
経
費
を
補
助

対
文
化
芸
術
分
野
の
活
動
を
行
う

個
人
・
団
体　
対
象
事
業
＝
中
学

生
以
下
を
対
象
に
開
催
す
る
体
験

会
な
ど
の
事
業　
補
助
額
＝
上
限

５
万
円　
定
５
組
先
着　
問
文
化

振
興
課
さ
い
Ｔ
32
・
５
１
１
０

●
文
化
芸
術
分
野
の
全
国
大
会
に

出
場
す
る
高
校
生
以
上
の
人
へ

の
報
奨
金

　
申
請
は
大
会
前
日
ま
で
で
す
。

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。

問
文
化
振
興
課
Ｔ
32
・
５
１
１
０

●
遠
距
離
を
通
学
す
る
高
校
生
の

路
線
バ
ス
定
期
代
を
補
助
し
ま
す

　
来
年
２
月
の
実
績
報
告
時
に
１

年
分
の
定
期
券
の
写
し
が
必
要
で

す
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。

対
４
月
１
日
〜
来
年
３
月
31
日
に

高
校
生
が
通
学
の
た
め
に
利
用
す

る
路
線
バ
ス
定
期
券　
補
助
額
＝

期
間
中
の
バ
ス
定
期
券
代
合
計
額

の
う
ち
13
万
５
千
円
を
超
え
る
額

の
２
分
の
１
（
上
限
２
万
円
）　

※
片
道
利
用
の
場
合
は
半
額　
申

５
月
１
日
㈮
〜
６
月
30
日
㈫
に
Ｈ

で
（
ア
オ
ー
レ
長
岡
、
各
支
所
、

市
内
の
越
後
交
通
㈱
営
業
所
な
ど

に
あ
る
申
請
書
で
郵
送
可
）　
問

地
域
政
策
部
大
手
（
高
校
生
バ
ス

定
期
券
補
助
担
当
）
Ｔ
39
・
２
０

０
５

●
未
来
を
創
る 

市
民
活
動
応
援
補
助
金

　
地
域
の
課
題
解
決
な
ど
、
市
民

団
体
が
取
り
組
む
活
動
を
支
援
し

ま
す
。

補
助
額
＝
対
象
経
費
の
う
ち
10
万

円
以
内
は
全
額
、
10
万
円
を
超
え

る
部
分
は
80
％
（
上
限
50
万
円
）

申
事
業
実
施
日
の
３
カ
月
前
の
月

の
20
日
ま
で
に
市
民
協
働
セ
ン
タ

ー
ア
オ
（
Ｔ
39
・
２
０
２
０
）
へ

※
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

●
若
者
の
多
彩
な
出
会
い 

推
進
事
業
補
助
金

　
若
者
対
象
の
男
女
の
出
会
い
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
を
支
援
し
ま
す
。

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。

対
４
月
１
日
時
点
で
18
歳
以
上
の

代
表
者
が
い
る
団
体
が
、
来
年
３

月
10
日
㈬
ま
で
に
市
内
で
実
施
す

る
事
業　
補
助
額
＝
１
事
業
に
つ

き
12
万
円（
営
利
団
体
は
６
万
円
）　

申
４
月
13
日
㈪
か
ら
イ
ベ
ン
ト
の

２
カ
月
前
ま
で
に
政
策
企
画
課
定

住
促
進
室
Ｔ
39・６
３
０
０
へ（
審

査
あ
り
）

●
義
務
教
育
就
学
援
助
制
度
を 

ご
利
用
く
だ
さ
い

　
経
済
的
な
理
由
で
就
学
が
困
難

な
児
童
・
生
徒
に
、
学
用
品
費
や

給
食
費
な
ど
を
援
助
し
ま
す
。

申
４
月
30
日
㈭
ま
で
に
Ｈ
で　
問

学
務
課
Ｔ
39
・
２
２
３
９

募
　
集

●
市
民
活
動
フ
ェ
ス
タ
参
加
団
体

　
体
験
や
販
売
、
ス
テ
ー
ジ
発
表

な
ど
で
市
民
団
体
が
活
動
の
魅
力

を
伝
え
ま
す
。

日
９
月
22
日
㉁　
場
ア
オ
ー
レ
長

岡　
申
５
月
15
日
㈮
ま
で
に
市
民

協
働
セ
ン
タ
ー
Ｔ
39
・
２
０
２
０

へ　
※
事
前
説
明
会
あ
り
。
詳
し

く
は
同
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で　
担
当
＝
市
民
協
働
課
ア
オ
Ｔ

39
・
２
２
９
１

快適な道路で、
住みよいまちに

❶公衆用道路の工事を行う場合は 
事前に要望書の提出を

　町内会や組合で公衆用道路（市道・私道）の工
事を行う場合、工事費の一部を補助します。補
助金の申請には、事前に要望書（様式は任意）
の提出が必要です。なお、要望書の提出は補助
金交付を確約するものではありません。
①市道・私道の舗装および側溝工事
補助額＝市道…工事費の50％以内、私道…工事
費の40％以内　※事前に要相談
②消雪パイプの設置工事
補助額＝工事費の60％

❷小型除雪機を無償で貸し出します
　地域ぐるみで自主的な除雪活動を行う町内会
などが対象です。

◇　　　　◇
❶❷いずれも　申８月31日㈪までに道路管理課
さいＴ39・2232、各支所へ
※予算見込み額に上限が
あるため、期限前に終了
する場合があります

リフォーム補助金で
住まいを安心・快適に

対現在住んでいる築10年以上の住宅　対象リフォーム
＝屋根、外壁、内装、風呂、トイレの取り替えなどで
市内に本社がある法人または個人事業主に発注するも
の　補助額＝10万円以上かかるリフォーム費用の５分
の１（上限５万円）　対象工事期間＝来年１月29日㈮
まで　申５月11日月～11月30日㈪に市ホームページな
どにある申請書を〒940-0062大手通２-６都市政策課
大手（Ｔ39・2265）へ郵送　※詳しくは市ホームペー
ジ、都市政策課、アオーレ長岡、市民センター、各支
所などにあるパンフレットで

▲水道局公式キャ
ラクターながタン

納
付
書
の
紛
失
や

支
払
い
忘
れ
な
ど

を
防
げ
る
よ
！
詳

し
く
は
こ
ち
ら
。

県
運
営
の
ハ
ー
ト
マ
ッ
チ
に
い
が

た
は
、
出
会
い
か
ら
結
婚
ま
で
サ

ポ
ー
ト
す
る
よ
。
詳
し

く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
下
）
で
。

▲川口地域のゆる
キャラ・かわぐっち

頑張る若者の活動を応援します！

❶若者提案プロジェクト補助金
　若者のアイデアの実現をサポートします。
対４月１日時点で18歳～39歳の人が来年２月
28日㈰までに実施する事業　補助額＝事業経
費の４分の３以内

❷学生チャレンジ事業補助金（前期募集）
　学生が企画するイベント実施などの費用を
補助します。
対市内に在住・
通学する高校生
以上の学生が11
月30日㈪までに
実施する事業　
補助額＝上限10
万円

◇　　　　◇
❶❷いずれも　申❶事業実施の３カ月前❷６
月12日㈮までにながおか・若者・しごと機構
（ミライエ長岡企画推進室ミラ内）
Ｔ86・6008

▲

詳しくはこちら

▲美術部の高校生が企画したイベ
ント「アート×トーク」（昨年８月
10日） 令和

９年度
向け

▲小国地域のゆる
キャラ・おぐりん

今
年
度
は
重
点
テ
ー
マ
を
設
け
る

よ
。
対
象
事
業
は
補
助
率
ア
ッ

プ
！
詳
細
は
４
月
下

旬
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
下
）で
発
表
す
る
よ
。

住宅は建築後、10～20年で水回りや外壁、
屋根などに不具合が増えると言われてい
ます。快適に住み続けるために、計画的
なリフォームを検討してください。


